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AC 解析で利用する
MEASURE コマンド

AC解析では、利得（あるいは振幅）などをdB
表示することが多い。しかしさまざまな場面で
「真数」を利用したい場合もある。

.MEASURE コマンドを使うとき、状況に応じ
て「dB」と「真数」を使い分ける手法について
解説する。
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1-Tr 増幅器を例題に
最大利得と －3dB帯域幅を測定する

.measの表示桁数を設定するオプション。デフォルトは「6」

表示桁の最後が[0]になる場合は、表示されない
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.MEAS 設定のポイント

AC解析で「.MEASURE」コマンドを使うときには、まず
アンプなどの特性が歪などがなく、期待した動作をし
ている回路構成であることをまず確認する。

.meas Statement Editor を使うと便利である

スパイス・ディレクティブのエディターを開き（ホット・キー[S]）

一旦、回路図中に「.meas」だけをプレースし、

その文字列の上にマウス・カーソルをのせ、右クリック。

.meas Statement Editor のダイアログボックスが開く。
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.meas Statement Editor

解析の種類は省略可能

ユーザーが任意に決める変数名

観測対象になる範囲の始まり
ここでは、十分に低い周波数

何を測定するか・・・ここでは最大値

測定の対象となる電圧ノード名やエレメントの電流など。
ただし、AC解析では電圧ノードに対して「振幅（mag）」と
「位相（ph）」を指定しな変えればならない。

観測対象になる範囲の終わりの位置
ここでは、十分に高い周波数
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測定結果

最大増幅率＝25.56dB

最大増幅率＝18.97倍

Drawで表示しているカーソルの表示はデータポイントの
ある位置を示しており、.MEASで計算された値は、測定結

果から内挿・外挿をした補間された値を表示しているの
で、細かいところでは誤差がある。
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